
 

 

 

 

 

平成３１年度のために（学校評価アンケートより） 

校長  小川 高弘 

昨年１２月には、本校の今後の教育活動の改善のためにアンケートにご協力いただきありがとうござ

いました。今年度は、保護者・生徒・教員に同じ項目でアンケートを実施し、それぞれの立場から見る南

中の教育活動について、三者の評価を比較しました。同じ活動に関しても、それぞれの立場で感じるこ

と、見えることの違いが表れてきています。特に、生徒・教員に比べ、保護者の皆様からの肯定的評価が

低いものにつきましては、改善策等を検討していきます。また、保護者からの「自由記述」についての回

答も合わせて記載しました。全てのご意見・ご要望にお答えできませんが、次年度以降の教育活動に生か

していきます。 

アンケートを集計しましたグラフは、紙面の都合上、「そう思う」「ややそう思う」の肯定的評価のみを

示しました。黒い棒グラフが「そう思う」、灰色の棒グラフが「ややそう思う」を表しています。２本を

足したものが肯定的評価、１００％に足らない部分が否定的評価となっていますので、グラフが右に長い

ほど肯定的評価が多いことになります。 

                     そう思う    ややそう思う 

＜学校生活＞あいさつについて、外部からの来校者からは高評価をいただいていますが、保護者からは賛

否両論のご意見がありました。「あいさつ運動」をもっと充実させていきます。冬季のタイツ等の防寒対

策、生徒の荷物の重さについて、複数のご意見をいただいていますので、校内で検討しています。 

＜個性尊重＞三者の感じ方に少しずつずれがあります。教員は、保護者・生徒に伝わるような活動を目

指します。 

 

 ＜安全・安心の対策＞保護者の「そう思う」が低い評価です。避難訓練の内容や様子など、保護者・

地域にお伝えしていきます。 

＜地域参加＞地域の行事には多くの生徒が参加しています。部活動単位での参加よりも、自主的な参加が

望ましいと考えますが、まずは参加することを最初のねらいとして取り組んでいます。 

 教育目標 愛 勉学 自主性 健康 
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Ⅰ－１＜学校生活＞生徒はよくあいさ

つをし、服装や通学態度もしっかりと

していますか
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Ⅰ－２＜個性尊重＞学校は生徒の良さや

努力しているところを見つけ、励まし、

理解しながら伸ばそうとしていますか
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Ⅰ－３＜安全・安心の対策＞学校は生

徒の安全確保や防犯対策、健康につい

て配慮をしていますか
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Ⅰ－４＜地域参加＞学校（教職員・生

徒）は青少協行事をはじめ、地域行事

に積極的に参加していますか



＜家庭教育＞学校と家庭の相互理解とさらなる連携が必要です。 

＜授業の工夫・改善＞教員それぞれが指導方法の工夫・改善に取り組んでいます。グラフにはありません

が、保護者の評価は昨年度よりも下がっています。今後も生徒の学力向上のために、指導力の向上に努め

ていきます。 

＜個に応じた指導＞習熟度別少人数指導、話し合い活動を取り入れ、工夫・改善に努めています。数学検

定についてご意見をいただいています。学校での実施には一定以上の受験者数が必要となりますので、生

徒の状況に合わせて検討していきます。また、学年や教科で、定期考査前の放課後に質問教室等を実施し

ています。放課後の活動も各種あり、日常的な実施は困難な状況です。 

＜国際理解教育＞他国の理解はもちろん、日本文化に接する機会も必要です。また、実用英語検定の受検

もさらに推奨します。 

 

＜特別支援教育＞教員の取組も保護者への周知も不十分です。特別な支援を必要としている生徒の把握

と、必要な支援に努めていきます。 

＜学校図書館＞生徒の学校図書館利用数や貸し出し冊数は増加しています。週に１日、図書館司書も勤務

し、環境整備に努めています。 
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Ⅰ－５＜家庭教育＞学校は家庭での生

活に必要な習慣を身に付けさせる支援

をしていますか
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Ⅱ－１＜授業の工夫・改善＞教員は授

業を工夫し、わかりやすい授業や楽し

い授業を行ってますか
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Ⅱ－２＜個に応じた指導＞学校は個別学

習やｸﾞﾙｰﾌﾟ学習など、生徒一人一人の実

態に応じた指導形態を工夫していますか
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Ⅱ－３＜国際理解教育＞学校は国際理

解教育や英語教育の充実に努めていま

すか
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Ⅱ－４＜特別支援教育＞特別支援教育

に対して学校は組織的な対応に努めて

いますか
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Ⅱ－５＜学校図書館＞学校は言語活動

の充実や読書活動の推進のために図書

館を充実させていますか
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Ⅲ－１＜人権尊重教育＞学校は自他を大

切にし、偏見や差別を許さない、豊かな

人権感覚を育てる教育を行っていますか
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Ⅲ－２＜規範意識＞学校は生徒の服装

や通学態度、授業を受ける姿勢、挨拶

や返事などの指導に努めていますか



＜人権尊重教育＞道徳の授業だけでなく、日常生活から自他を大切にする指導など、人権感覚を育てる教

育を行っています。 

<規範意識＞生徒は規範意識が高く、校内のルールをよく守っています。 

 

＜体験活動＞三者ともに｢そう思う｣強い肯定が高い結果として出ています。学校行事においても、生徒の

自主的な活動を重視しています。 

＜いじめ防止＞毎学期の生活アンケートだけでなく、休み時間等、生徒ともに過ごす時間を増やしていま

す。もしもいじめが起こっても、早期発見・早期解決に努めるとともに、保護者との連絡を密にしていき

ます。 

 

 

＜道徳教育＞副読本を活用し、道徳性を育む教育を実践しています。来年度からは「特別の教科 道徳」

となり、教科書を使用します。 

＜健やかな体＞保健体育科の授業だけでなく、セーフティ教室、持久走大会など学校行事としても健康・

安全に関する学習に努めています。グラフにはありませんが、保護者の評価は上がっています。 

 

＜不登校対策＞生徒によって必要な支援が異なりますが、担任任せにせずに学年やスクールカウンセラ

ーとの面談等も行っています。 

＜食育の推進＞家庭科を中心に食育に取り組むとともに、スクールランチも教材として活用していきま

す。 
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Ⅳ－１＜道徳教育＞学校は生命の大切

さ、善悪の判断や規範意識を育てるな

ど、道徳性を育む教育をしていますか
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Ⅳ－２＜健やかな体＞学校は心身にお

ける健康の保持増進のための健康・安

全に関する学習に努めていますか
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Ⅳ－３＜不登校対策＞学校は教育相談

活動に力を入れ、組織的な不登校対策

に努めていますか
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Ⅳ－４＜食育の推進＞学校は食育に関

する指導の充実に努めていますか
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Ⅲ－３＜体験活動＞運動会や文化発表会、

合唱会、宿泊行事など学校行事の工夫を

し、生徒の自主的な力を涵養していますか
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Ⅲ－４＜いじめ防止＞学校は、いじめ

防止に努めていますか



＜進路指導＞卒業後の進路選択だけではなく、職業調べ・職場体験などのキャリア教育に努めています。 

＜オリ・パラ教育＞今年度は２名のアスリートの講演会を実施しました。スポーツ分野に限らず、ボラン

ティアマインド、国際感覚などの育成に今後も取り組んでいきます。 

 

 

南中生の活躍 

 
  女子バレーボール部  第 11ブロック１年生大会 第３位 

  茶道部 奨励賞  

菊地心寧  沼澤心美  宮本華奈   安藤空   太田原紬佳 

鳥本菜月  磯川ちひろ 

東京都公立学校美術展  

書写 ２年 前川琴美  榎本乃々佳  清田羽菜 

 美術 １年 廣瀬ヒカル 加藤諒一   村上悠惺   栗田太郎 

    ２年 小野寺紗香 風間爽    阿部玲子   藤澤明星  荒牧きらり  

中山莉里香 笹山ひより  髙木咲也子   

      ３年 嘉藤小春  田村綾野   西川萌乃香  田中藍   田丸莉子  後藤響 

      技術 ３年 沼澤心美  巻本寧々   矢田咲子   田中藍 

   家庭 ２年 秋山楓花  川俣心    柴田楓大   清田羽菜 

  東京防災標語コンクール １年 岡﨑結愛 
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Ⅳ－５＜進路指導＞学校は生き方について

考えさせ、社会への参加を意識させて、よ

りよい進路の実現への支援をしていますか
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Ⅳ－６＜オリ・パラ教育＞学校はオリ

ンピック・パラリンピック教育の充実

に努めていますか


